
広島市条例第３３号

令和８年６月２６日

広島市吏員退隠料、退職給与金、遺族扶助料及び死亡給与金条例等の一

部を改正する条例等の一部を改正する条例をここに公布する。

広島市長 松 井 一 實

広島市吏員退隠料、退職給与金、遺族扶助料及び死亡給与金条

例等の一部を改正する条例等の一部を改正する条例

（広島市吏員退隠料、退職給与金、遺族扶助料及び死亡給与金条例等の

一部を改正する条例の一部改正）

第１条 広島市吏員退隠料、退職給与金、遺族扶助料及び死亡給与金条例

等の一部を改正する条例（昭和４１年広島市条例第４７号）の一部を次

のように改正する。

附則第４項を次のように改める。

４ 遺族扶助料の令和８年４月分以降の年額が８４万５，１００円に満

たないときは、８４万５，１００円をもつてその年額とする。

附則第７項中「令和７年３月３１日」を「令和８年３月３１日」に改

め、「生じた」の右に「広島市吏員退隠料、退職給与金、遺族扶助料及

び死亡給与金条例等の一部を改正する条例等の一部を改正する条例（令



和８年広島市条例第３３号）第１条の規定による改正前の広島市吏員退

隠料、退職給与金、遺族扶助料及び死亡給与金条例等の一部を改正する

条例（昭和４１年広島市条例第４７号）」を加える。

（広島市吏員退隠料、退職給与金、遺族扶助料及び死亡給与金条例等の

一部を改正する条例の一部改正）

第２条 広島市吏員退隠料、退職給与金、遺族扶助料及び死亡給与金条例

等の一部を改正する条例（昭和５１年広島市条例第６１号）の一部を次

のように改正する。

附則第８項第１号中「２７万９，１００円」を「２８万４，４００円｣

に改め、同項第２号中「１５万９，４００円」を「１６万２，４００円｣

に改め、同項第３号中「１５万９，０００円」を「１６万２，０００円｣

に改める。

附 則

１ この条例は、公布の日から施行する。

２ 第１条の規定による改正後の広島市吏員退隠料、退職給与金、遺族扶

助料及び死亡給与金条例等の一部を改正する条例（以下「改正後の昭和

４１年改正条例」という。）の規定及び第２条の規定による改正後の広

島市吏員退隠料、退職給与金、遺族扶助料及び死亡給与金条例等の一部

を改正する条例（以下「改正後の昭和５１年改正条例」という。）の規

定並びに附則第５項の規定は、令和８年４月１日から適用する。

３ 令和８年４月分以降の吏員の遺族に給する遺族扶助料については、そ

の年額を、その年額の計算の基礎となっている退隠料に係る吏員の給料

年額にそれぞれ対応する附則別表の仮定給料年額を吏員の退職又は死亡



当時の給料年額とみなし、広島市吏員退隠料、退職給与金、遺族扶助料

及び死亡給与金条例（昭和２４年４月２８日広島市条例第２７号）（改

正後の昭和４１年改正条例附則及び改正後の昭和５１年改正条例附則を

含む。）の規定によって算出して得た年額に改定する。

４ この条例の附則の規定による遺族扶助料の年額の改定は、市長が受給

権者の請求を待たずに行う。

５ この条例の附則の規定により遺族扶助料の年額を改定する場合におい

て、当該規定により算出して得た遺族扶助料の年額に、５０円未満の端

数があるときはこれを切り捨て、５０円以上１００円未満の端数がある

ときはこれを１００円に切り上げた額をもって改定後の遺族扶助料の年

額とする。



附則別表（附則第３項関係）

遺族扶助料の年額の計算の基

礎となっている退隠料に係る 仮 定 給 料 年 額

吏員の給料年額

円 円
２，０８５，６００ ２，１２５，５００

２，１４５，０００ ２，１８６，０００

２，２６２，６００ ２，３０５，８００

２，２９４，２００ ２，３３８，０００

２，３８４，９００ ２，４３０，４００

２，５０５，３００ ２，５５３，１００

２，６３８，４００ ２，６８８，８００

２，７０６，４００ ２，７５８，１００

２，７７１，２００ ２，８２４，１００

２，８６３，８００ ２，９１８，５００

２，９１８，３００ ２，９７４，０００

３，０７６，１００ ３，１３４，８００

３，１５４，５００ ３，２１４，８００

３，２３６，２００ ３，２９８，０００

３，３９３，７００ ３，４５８，６００

３，５５２，５００ ３，６２０，３００

３，５９３，９００ ３，６６２，６００

３，７２５，１００ ３，７９６，３００



３，９１１，３００ ３，９８６，０００

４，０９５，８００ ４，１７４，０００

４，２０９，６００ ４，２９０，０００

４，３２０，７００ ４，４０３，２００

４，５４６，１００ ４，６３２，９００

４，７６６，８００ ４，８５７，８００


